
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２

平
成
28
年
度
予
算

―
特
集

８

ま
ち
の
話
題

10	

い
に
し
え
の
風
〜
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜

11	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の

地
球
と
な
か
よ
し

12	

斑
鳩
町
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
支
援
事
業
の
ご
案
内

14	

ま
ち
の
情
報

17	

定
期
監
査
の
結
果

18	

ほ
け
ん
だ
よ
り

20	

図
書
館
だ
よ
り

2 0 1 6

５
No. 608

いかるが

　第88回選抜高等学校野球大会で、奈良県代表の智辯学園高等学校が初優勝！
　同校野球部員の納大地君（右）、高島堅太君（左）は、斑鳩南中学校の卒業生です。
　４月７日、小城町長が智辯学園高等学校を訪問し、選手の健闘をたたえるとともに、斑鳩南中学校
からのお祝いメッセージをお届けしました。
　納大地君、高島堅太君、おめでとう！今後、ますますのご活躍を期待しています！

納大地君、高島堅太君、
智辯学園高等学校　春のセンバツ優勝おめでとう！
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平
成
29
年
２
月
に
、「
斑
鳩
町
」
が
誕

生
し
て
か
ら
70
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
を
迎
え
ま
す
。
戦
後
の
復
興
期
か
ら
経

済
の
目
覚
し
い
発
展
と
と
も
に
、
私
た
ち

の
町
の
姿
は
大
き
く
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
悠
久
の
昔
よ
り
詠
わ
れ
た
風

光
明
媚
な
自
然
、
そ
し
て
比
類
な
き
歴
史

的
な
遺
産
は
常
に
変
わ
る
こ
と
な
く
、
聖

徳
太
子
ゆ
か
り
の
斑
鳩
の
ま
ち
に
住
む
こ

と
の
誇
り
の
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
人
が
築
か
れ
た
文
化
や
歴
史
を
、
た

ゆ
ま
ず
継
承
し
、
さ
ら
な
る
進
展
を
成
し

て
、
未
来
の
主
役
で
あ
る
若
者
た
ち
、
さ

ら
に
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
で
は
、
こ
の
よ
う
な
思
い

を
念
頭
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
心

身
の
育
成
の
支
援
や
、
子
育
て
世
代
が
斑

鳩
町
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
施
策
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
な
人
材
・
産
業
の
育
成

の
支
援
、
観
光
の
活
性
化
な
ど
を
含
む
既

存
資
源
の
活
用
に
よ
り
、
賑
わ
い
に
満
ち

満
ち
た
「
ま
ち
」、魅
力
あ
ふ
れ
る
「
ま
ち
」

の
姿
を
描
い
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
ず
、
教
育
・
子
育
て
施
策
に
つ
い
て

は
、
児
童
生
徒
個
々
の
学
力
に
あ
わ
せ
た

学
習
支
援
事
業
を
開
始
し
、
基
礎
学
力
の

定
着
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
助
産
師
な

ど
に
よ
る
、
妊
娠
中
か
ら
育
児
中
ま
で
の

継
続
的
な
相
談
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
子
育
て
応

援
ア
プ
リ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
、
親
と
子
が
健
や
か
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
産
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

は
、
観
光
振
興
事
業
の
展
開
の
方
向
性
を

定
め
た
（
仮
称
）
観
光
戦
略
を
策
定
し
、

本
町
の
観
光
資
源
を
生
か
し
た
散
策
・
回

遊
・
着
地
型
観
光
へ
の
転
換
を
引
き
続
き

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ま
ち
を
誰
よ
り
も
愛
す
る
一
人
の

住
民
と
し
て
、「
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
、住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
「
愛

す
べ
き
ふ
る
さ
と
斑
鳩
」
を
実
現
す
る
た

め
、
住
民
み
な
さ
ん
と
と
も
に
力
を
あ
わ

せ
、
信
念
と
情
熱
を
も
っ
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町税
28億7,047万円
町税
28億7,047万円

国・県支出金
14億1,606万円

地方交付税
25億7,100万円

町債
5億1,510万円

使用料および手数料
1億9,000万円

地方消費税
交付金
2億9,620万円

分担金および負担金
1億2,953万円

その他
6億6,164万円

歳入
86億5,000万円

民生費
30億7,784万円

総務費
10億5,291万円

民生費
30億7,784万円

総務費
10億5,291万円

歳出
土木費
9億1,487万円

公債費
8億3,972万円

衛生費
9億9,312万円

教育費　10億643万円

消防費
3億8,873万円

商工費
1億2,405万円

議会費
1億468万円

農林水産業費　9,764万円

予備費
5,000万円

災害復旧費　1万円

86億5,000万円

小城利重町長

平成28年度　予算

平成28年度予算が
きまりました

一般会計予算
86億5,000万円（前年度比　2.6％増）

住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い
！

～
「
愛
す
べ
き
ふ
る
さ
と
斑
鳩
」
を
め
ざ
し
て
～

問合せ　財政課（☎内線253）
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■ 平成28年度会計別予算

会　　計　　名 平成28年度
予　算　額

平成27年度
予　算　額

比　　　　較
増　減　額 増減率

一　　般　　会　　計 86億5,000万円 84億3,000万円 2億2,000万円 2.6%
特　　別　　会　　計 77億7,800万円 77億9,010万円 △1,210万円 △0.2%

特
別
会
計
の
内
訳

国民健康保険事業 36億6,010万円 37億7,050万円 △1億1,040万円 △2.9%
公共下水道事業 13億7,190万円 13億9,000万円 △1,810万円 △1.3%
介 護 保 険 事 業
（保険事業勘定） 23億5,330万円 22億7,430万円 7,900万円 3.5%

介 護 保 険 事 業
（介護サービス事業勘定） 1,130万円 ― 1,130万円 皆増

後期高齢者医療 3億8,140万円 3億5,530万円 2,610万円 7.3％
一般・特別会計合計 164億2,800万円 162億2,010万円 2億790万円 1.3%
水 道 事 業 会 計 10億7,276万円 11億2,034万円 △4,758万円 △4.2%

総　　合　　計 175億76万円 173億4,044万円 1億6,032万円 0.9%

●１か月の総支出額…３０万６千円

●１か月の総収入額…３０万６千円

斑 鳩 家 の 収 入 収 入 額
（円）

構成比
（％）

〈参考〉
平成26年度
決算　　（円）

給料 102,000 33.3 102,000 町税

雑収入（内職・パート
収入や不動産収入、貯
金の取崩し）

18,000 5.9 15,000
使用料および手数料
繰入金
その他の収入

前月からの繰越金 9,000 2.9 27,000 繰越金

親せきからの援助 159,000 52.0 154,000

地方交付税
国庫支出金
県支出金
地方消費税交付金
その他の交付金

新たな借入金 18,000 5.9 20,000 町債
合　　　計 306,000 100.0 318,000

斑 鳩 家 の 支 出 支 出 額
（円）

構成比
（％）

〈参考〉
平成26年度
決算　　（円）

生 活 費
食費 54,000 17.7 54,000 人件費
医療費、教育費など 50,000 16.3 46,000 扶助費
ローンの返済 30,000 9.8 35,000 公債費

その他の
生 活 費

光熱水費、消耗品費など 68,000 22.2 62,000 物件費
家の修繕費 5,000 1.6 4,000 維持補修費
自治会費、
スポーツクラブ会費など 34,000 11.1 33,000 補助費等

貯金 1,000 0.3 1,000 積立金
子どもへの仕送り 42,000 13.7 37,000 繰出金

家　　の
増改築費 家の増築費用 20,000 6.6 29,000 普通建設

事業費など
そ の 他 来月への繰越金 2,000 0.7 17,000 歳計剰余金

合　　　　　計 306,000 100.0 318,000

平成28年度予算を１か月の家計に例えてみると…
　町の財政が家の家計だったらどうなるのでしょうか。
斑鳩町の家計簿は、斑鳩町の一般会計予算額を、人口28,259人
（平成28年１月１日現在）で割った数字を、１か月の家計簿に例
えています。

■ 財政用語辞典
歳入 ■
地�方交付税　所得税など国が
徴収する税金の中から、町
の財政状況に応じて交付さ
れるお金

地�方消費税交付金　地方消費
税（消費税８％のうち1.7％）

町�債　大きな事業を行うため
に、国、金融機関などから
借り入れるお金

歳出 ■
（目的）
民�生費　高齢者・障がい者・
児童福祉サービスなどに使
うお金

衛�生費　健康診断やごみ処理
などに使うお金

商�工費　商工業の振興、観光
事業などに使うお金

土�木費　道路整備や浸水対策
などに使うお金

教�育費　幼稚園・小中学校の
運営や、公民館など、教育
の振興のために使うお金

公�債費　町債（借入金）を返
済するために支払うお金

（性質）
扶�助費　児童手当、子ども・
老人・重度障がい者の医療
費助成金など

補�助費等　各種事業や団体へ
の補助金や負担金など

繰�出金　国民健康保険などの
特別会計へ繰り出して使う
お金など

普�通建設事業費　道路の整備
などに使うお金

（注）�介護保険事業特別会計においては平成２８年４月１日から地域包括支援センターを直営とし、指
定介護予防支援事業を実施することから、介護サービス事業勘定を設置します。

平成28年度　予算
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平成28年度　予算

　

学
力
お
よ
び
学
習
意
欲
向
上
の
た
め
、

小
・
中
学
校
な
ど
の
施
設
を
利
用
し
て
、

学
習
支
援
員
に
よ
り
児
童
生
徒
の
個
々
の

能
力
に
応
じ
た
学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
２
０
２
万
円
）

　

こ
れ
ま
で
の
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
歴

史
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
住
民
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
気
運
を
高
め
て
い

く
た
め
、
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の

認
定
を
受
け
た
都
市
や
歴
史
ま
ち
づ
く
り

先
進
都
市
の
首
長
を
お
招
き
し
、
町
制
70

周
年
記
念
事
業
と
し
て
（
仮
称
）
歴
史
ま

ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

（
８
０
万
円
）

　

家
庭
に
お
け
る
洋
式
ト
イ
レ
の
普
及
に

伴
い
、小
学
校
の
和
式
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

３
か
年
計
画
で
洋
式
化
を
す
す
め
ま
す
。

（
４
０
８
万
円
）

　

町
制
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
本
町
の
あ
ゆ
み
な
ど
を
ま
と
め
た

記
録
映
像
を
２
か
年
計
画
で
製
作
し
ま

す
。

（
１
９
０
万
円
）

　

史
跡
中
宮
寺
跡
の
整
備
事
業
を
行
う
た

め
、
引
き
続
き
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

（
１
億
１
，
１
２
４
万
円
）

　

妊
娠
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
な
ど
に
円
滑
か
つ
継
続

的
に
対
応
す
る
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

助
産
師
な
ど
が
相
談
支
援
を
実
施
し
ま

す
。

（
７
５
万
円
）

　

妊
娠
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
に
わ
た
る

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
は
か
る
た
め
、
助

産
師
な
ど
が
月
１
回
、
公
共
施
設
（
東
・

西
公
民
館
）
に
出
向
い
て
乳
幼
児
相
談
を

行
い
ま
す
。

（
３
３
万
円
）

　第４次斑鳩町総合計画の基本施策の柱に沿って、平成28年度
の主要な事業を紹介します。
　なお、一億総活躍社会の実現に向けた緊急対策として、国の
平成27年度補正予算の具体的施策である「地方創生加速化交付
金」などを活用し、観光振興や子育て・まちづくりなど、今後
の地方創生の主要な事業の一部を平成27年度予算に補正対応

（１億6,530万６千円）することで前倒しして予算化していま
す。

平成28年度の主要事業

１

２

学校教育では、「育てよう和の心」を教育
理念とし、協調性を重んじる心を育てま
す。

史跡中宮寺跡。
平成２８年度も着実に整備をすすめます。

安心して子どもを産み、親と子がすこやか
に暮らすことのできるまちをめざします。

文
化
の
香
り
高
く

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

―
人
づ
く
り
と
文
化
の
振
興
―

す
こ
や
か
に
生
き
生
き

く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

―
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実
―
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平成24年度　予算

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
、
子
育
て

支
援
に
関
す
る
効
果
的
な
情
報
発
信
を
は

か
る
た
め
、
妊
娠
期
か
ら
小
学
校
就
学
前

の
子
育
て
家
庭
を
対
象
と
し
た
子
育
て
応

援
ア
プ
リ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

	

（
６
６
４
万
円
）

　

中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費

を
助
成
し
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
な
負

担
を
軽
減
し
ま
す
。	

（
１
億
円
）

　

子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
促
す
た

め
、
情
緒
面
や
言
語
面
に
お
け
る
経
過
観

察
児
に
対
し
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談

な
ど
を
実
施
し
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ

ま
す
。	

（
６
８
万
円
）

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
高
齢
者
優
待
券
に
加
え
て
、「
す
こ

や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
利
用
券
」
も
選
択
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。	

（
１
，
６
８
９
万
円
）

　

利
用
者
が
可
能
な
限
り
在
宅
で
要
支
援

状
態
の
維
持
・
改
善
を
は
か
り
、
要
介
護

状
態
と
な
る
こ
と
を
予
防
し
、
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

の
作
成
を
行
い
ま
す
。

	

（
１
，
１
１
７
万
円
）

　

家
族
が
不
在
時
の
入
院
に
お
い
て
、
重

度
身
体
障
害
を
抱
え
る
患
者
と
病
院
な
ど

と
の
円
滑
な
意
思
疎
通
の
た
め
、
病
院
に

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
行
い
、
そ
の
費
用
を

負
担
し
ま
す
。	

（
８
万
円
）

　

本
町
に
適
し
た
公
共
交
通
を
確
保
す
る

た
め
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
実
証
運
行
計
画
に
基
づ
き
、

10
月
を
目
途
に
実
証
運
行
を
開
始
し
ま

す
。	

（
Ｈ
27
補
正
：
２
，
３
８
４
万
円
）

　

橋
り
ょ
う
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

定
期
点
検
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
平
成

28
年
度
で
は
、
米
壽
橋
補
修
工
事
を
行
い

ま
す
。	

（
２
，
８
５
０
万
円
）

　

誰
も
が
安
全
、
快
適
に
移
動
で
き
る
総

合
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
整
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
る
た
め
、「
斑
鳩
町
バ
リ

ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
」
の
策
定
な
ど
を
３

か
年
計
画
で
実
施
し
ま
す
。

	

（
５
０
０
万
円
）

　

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
着
実
な

推
進
に
向
け
て
、
歴
史
的
な
町
並
み
を
維

持
し
な
が
ら
周
囲
と
調
和
し
た
修
景
整
備

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

	

（
３
，
９
６
８
万
円
）

　
「
い
か
る
が
溜
池
」
に
お
い
て
、
水
辺

を
生
か
し
た
親
水
性
や
新
緑
性
を
高
め
た

散
策
ル
ー
ト
や
公
園
整
備
を
、
引
き
続
き

県
営
事
業
と
し
て
す
す
め
ま
す
。

	

（
２
６
６
万
円
）

３

富雄川にかかる米壽橋。
幸前２丁目と高安１丁目を結
んでいます。

コミュニティバスは、現
行の１台体制から２台体
制へ拡充します。

修景整備支援の利用により、昔ながらの
佇まいを残した造りになっています。

高齢者が健康で、充実した毎日を送る
ことのできる社会をめざします。

子育て支援講座のようす。
住民、事業所、行政などが協働して、子
どものすこやかな成長、発達を支えます。

平成28年度　予算

潤
い
の
あ
る

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

― 

都
市
環
境
の
整
備 

―
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災
害
発
生
時
に
備
え
て
食
糧
な
ど
の
備

蓄
を
計
画
的
に
す
す
め
る
と
と
も
に
、
新

た
に
女
性
用
品
の
備
蓄
を
行
い
ま
す
。

（
５
０
０
万
円
）

　

多
発
す
る
高
齢
者
の
自
動
車
交
通
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
高
齢
者
に
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
カ
ー
ド
を
配

布
し
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
支
援
し

ま
す
。

（
３
９
万
円
）

　

脱
焼
却
・
脱
埋
立
て
を
め
ざ
す
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
の
考
え
方
へ
の
転
換
を
周
知

す
る
と
と
も
に
、ご
み
質
検
査
を
実
施
し
、

結
果
を
周
知
す
る
こ
と
で
、ご
み
の
分
別
・

資
源
化
の
推
進
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、

食
べ
残
し
な
ど
の
割
合
を
調
査
す
る
「
食

品
ロ
ス
検
査
」
や
、
衛
生
処
理
場
焼
却
棟

跡
地
を
利
用
し
た
ご
み
分
別
体
験
を
実
施

し
ま
す
。

（
１
７
１
万
円
）

　

循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
た
め
バ
イ
オ

マ
ス
の
利
活
用
の
推
進
を
は
か
る
と
と
も

に
、
生
ご
み
分
別
収
集
地
域
の
拡
大
に
対

応
す
る
た
め
、
生
ご
み
収
集
運
搬
業
務
を

民
間
委
託
し
ま
す
。（
１
，
３
９
９
万
円
）

　

衛
生
処
理
場
焼
却
棟
の
解
体
撤
去
工
事

に
つ
い
て
、
焼
却
棟
本
体
な
ど
の
解
体
撤

去
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
跡
地
の
整
地

な
ど
を
す
す
め
ま
す
。（８

，
５
１
９
万
円
）

　

町
内
の
浸
水
被
害
軽
減
を
目
的
に
、
農

地
に
一
時
的
に
雨
水
を
貯
め
る
機
能
を
備

え
つ
け
る
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
整
備
を
、
県
営

事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。（２

５
６
万
円
）

　

集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川
へ
の
雨
水
の
流

出
を
抑
制
す
る
た
め
、
引
き
続
き
東
町
池

流
域
貯
留
浸
透
施
設
整
備
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

（
６
，
５
０
０
万
円
）

　

若
者
や
子
育
て
世
代
を
は
じ
め
と
す
る

幅
広
い
年
齢
層
の
就
労
と
地
域
産
業
の
担

い
手
を
確
保
し
、
就
労
支
援
や
テ
レ
ワ
ー

ク
な
ど
の
多
様
な
働
き
方
の
実
現
を
推
進

す
る
た
め
、（
仮
称
）
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
整
備
を
行
い
ま
す
。
（
６
０
０
万
円
）

　

日
本
全
国
の
寺
社
仏
閣
を
中
心
に
発
展

し
て
き
た
門
前
町
を
も
つ
自
治
体
な
ど
に

よ
る
地
域
活
性
や
ま
ち
づ
く
り
推
進
を
は

か
る
た
め
、
町
制
70
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
「
第
14
回
全
国
門
前
町
サ
ミ
ッ
ト

in
斑
鳩
」
を
本
町
で
開
催
し
ま
す
。

（
Ｈ
27
補
正
：
４
０
０
万
円
）

　

観
光
客
と
地
域
住
民
が
交
流
し
、
観
光

産
業
の
魅
力
を
1
週
間
継
続
し
て
発
信
す

る
イ
ベ
ン
ト
「
い
か
る
が
Ｗ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

Ｋ
」
を
実
施
し
ま
す
。

（
Ｈ
27
補
正
：
５
０
０
万
円
）

　

本
町
に
お
け
る
観
光
施
策
の
今
後
の
展

開
の
方
向
性
を
定
め
た
（
仮
称
）
観
光
戦

略
を
策
定
し
ま
す
。

（
Ｈ
27
補
正
：
１
，
３
５
０
万
円
）

　

農
業
の
担
い
手
に
集
中
す
る
水
路
・
農

道
な
ど
の
管
理
を
地
域
で
支
え
、
農
地
集

積
を
後
押
し
す
る
た
め
、
多
面
的
機
能
を

支
え
る
共
同
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
地
域
資
源
の
質
的
向
上
を
は
か
る
共

同
活
動
を
支
援
し
ま
す
。（
６
１
０
万
円
）

　

農
業
基
盤
の
総
合
的
な
整
備
を
す
す
め

る
た
め
、
農
道
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

（
１
，
７
６
９
万
円
）

５

４

平成27年度からスタートした
ツーデーウォークは、平成28
年度も開催します。

法隆寺での避難訓
練のようす。
地域防災力の向上
をはかります。

毎年開催しているごみ減量
フェア。住民のみなさんと
ともに、環境保全に取り組
みます。

聖徳太子市では、集まっ
たゆるキャラたち全員で
ダンス！

平成28年度　予算

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

―
産
業
・
観
光
の
振
興
―

安
全
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り

―
生
活
環
境
の
整
備
―
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個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）
を
利
用
し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
店
舗
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
、
町
内
で

発
行
し
て
い
る
各
種
証
明
書
の
交
付
を
受

け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
す
す
め
ま

す
。

（
４
，
３
６
３
万
円
）

　

斑
鳩
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
に
掲

げ
る
支
援
制
度
の
具
体
化
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
新
た
に
住
民
活
動
団
体
を

支
援
す
る
「
活
動
提
案
事
業
補
助
金
」
を

創
設
し
ま
す
。

（
１
５
８
万
円
）

　

住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
住
民
団
体
の
活
動
拠
点

と
し
て
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
に
住
民
活

動
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

（
１
８
８
万
円
）

　

今
後
の
急
激
な
人
口
減
少
や
厳
し
い
財

政
状
況
を
ふ
ま
え
、
公
共
施
設
な
ど
の
全

体
の
状
況
を
把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
で

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画

的
に
行
う
た
め
、「
斑
鳩
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

（
３
４
０
万
円
）

　

番
号
法
に
規
定
さ
れ
る
特
定
個
人
情
報

の
連
携
開
始
に
向
け
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
の
強
化
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

（
Ｈ
27
補
正
：
２
，
６
５
９
万
円
）

　

中
学
１
年
生
を
対
象
に
、
機
能
的
・
効

果
的
な
運
動
や
運
動
習
慣
の
大
切
さ
を
学

ぶ
機
会
づ
く
り
と
し
て
、
大
学
の
専
門
性

を
活
用
し
た
指
導
な
ど
を
行
い
、
生
徒
の

体
力
向
上
を
は
か
り
ま
す
。（
３
０
万
円
）

６

　

斑
鳩
町
で
は
、
平
成
23
年
３
月
に
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
基

本
構
想
（
計
画
期
間
：
平
成
23
～
32
年
度
）

と
、
前
期
基
本
計
画
（
計
画
期
間
：
平
成

23
～
27
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
昨
年

度
末
で
、
前
期
基
本
計
画
の
計
画
期
間
が

終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
変
化
す
る
社
会
情

勢
に
対
応
し
つ
つ
、
住
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
す
す
め
る

た
め
、
後
期
基
本
計
画
（
計
画
期
間
：
平

成
28
～
32
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

後
期
基
本
計
画
で
は
、
引
き
続
き
、
ま

ち
の
将
来
像
「
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育

む
ま
ち　

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に

息
づ
く
〝
新
斑
鳩
の
里
〟」
の
実
現
を
め

ざ
し
、
６
つ
の
基
本
施
策
を
柱
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

後
期
基
本
計
画
か
ら
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、「
斑
鳩
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
左
参
照
）」
に
掲

げ
ら
れ
た
人
口
減
少
抑
制
対
策
や
観
光
振

興
、
産
業
活
性
化
・
創
業
支
援
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
の
導
入
、
女
性
活
躍
推
進
法
の
成
立
、

空
家
対
策
な
ど
、
法
律
・
制
度
の
変
更
や

時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に
、
取
り
組

み
の
変
更
や
新
規
追
加
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
窓
口
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

問
合
せ　

　

ま
ち
づ
く
り
政
策
課（
☎
内
線
２
１
４
）

　

国
の
「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
法
」

に
基
づ
く
地
方
版
総
合
戦
略
と
し
て
、

平
成
28
年
３
月
に
「
斑
鳩
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」お
よ
び「
斑
鳩
町
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま

し
た
。「
斑
鳩
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

示
さ
れ
た
斑
鳩
町
の
人
口
の
現
状
と
将

来
展
望
を
ふ
ま
え
、「
斑
鳩
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
お

い
て
、
人
口
減
少
を
克
服
し
将
来
に
わ

た
っ
て
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
５
か
年
計
画
を
提
示
し
て
い

ま
す
。

「
斑
鳩
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
と
は
？

官学連携事業として行われた
畿央大学による特別講座のよ
うす。

斑鳩町協働のまちづくり活動
提案事業・選考委員会のよう
す。ここから新たなまちの住
民活動が生まれます。

町総合計画審議会から後期基本計画案
の答申を受けました。
（左：小城町長、右：麻生会長）

平成24年度　予算平成28年度　予算

と
も
に
築
く

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

―
地
域
自
治
の
強
化
―

第
４
次
斑
鳩
町
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す




